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１ 本年度の重点目標

わかる喜び、学ぶ楽しさを持たせる授業、他者を思いやり助け合える集団づくりを目指す生徒指導、
逞しく健やかな健康安全指導が三位一体となった教育活動の推進
（１）主体的に学ぶ意欲と態度を育て、生徒一人ひとりを尊重し多様な学習能力を育成する
（２）規範意識を醸成し基本的生活習慣の確立を図り、豊かな人間性・社会性を育成する
（３）人生観や職業観、及び自己実現を図る能力の育成に資するキャリア教育を推進する
（４）自他の生命を尊重し、自発的に健康・安全や環境美化に努める能力を育成する

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

総 務 ・各分掌長や担当者との連携、協力により ・一人一人に寄り添った経営、運営がな
円滑な業務推進ができた。全定の連絡調整 されており、不登校の解消にもつながっ
については、総務部を中心に分掌や教科な ていると感じられた。
どの個別対応を含めきめ細かく対応できた。 ・個別指導が充実は評価できる。
・学校Webサイトは、２月中旬からネットコ
モンズ３の運用を開始した。

改善方策 ・ICTを活用した情報の共有を図り、より一層円滑な学校運営に努める。
・学校Webサイトの運用について、積極的な情報発信に努める。

学習指導 ・授業公開週間の見直しを図り、研究授業 ・授業改善の取組、始業前の学習活動な
の形式で実施するよう改善を図り、授業改 ど、さらなる教育活動の充実に期待する。
善に努めたい。 ・ＣＢＡテストの活用等について、教員
・１年生の学力テストについて、２回目は の的確な指導を期待する。
ＣＢＡテストを活用する。

改善方策 ・年間２教科程度の校内研究授業を実施し、授業改善に努めたい。
・１年生の学力テストは、２回目をＣＢＡテストを活用することで内容の充実を図る。

生徒指導 ・生徒会行事や各種教室を通じて、協力、 ・生徒会行事を通じた取組、各種教室で
共感、尊重等の育成や他者と多様性を理解 は時代に応じた教育活動の推進は評価で
する機会として取り組んだ。 きる。
・スクールカウンセラーや滝川市、特別支 ・各カウンセラーの活用について評価す
援学校などの関係各機関との連携を図った。 る。不登校問題については、粘り強く継

続して取り組んで欲しい。

改善方策 ・生徒会行事や各種教室等などは効果的であったことから、次年度も工夫改善を加え取
り組んでいく。
・関係各機関とは、より良好な関係性を保ち生徒の指導に活かす。

進路指導 ・教育局など関係機関の各種事業を活用し、 ・企業説明会への参加については、就職
働く意義や労働問題について深く学ばせた。 に結びつく絶好の機会であることから、
・ハローワークやジョブカフェとの連携で 継続的に実施することを望む。
就職セミナーや個別相談を実施した。また、
企業説明会への参加は就職に結びついた。

改善方策 ・企業説明会への参加が就労に結びついたことから、今後も積極的に活用を図る。
・道や教育局、地域の関係機関との連携を図り、充実したキャリア教育を展開する。

公表方法 ・学校だよりやＷｅｂページに掲載するとともに、学校評議員会、ＰＴＡ役員会等で口
頭にて説明する。


